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緒言：有機薄膜太陽電池や縦型トランジスタといった縦型デバイスにおいて、電荷輸送の点で π

共役面が基板面に平行な face-on配向が有利であるが、一般的に有機半導体分子は edge-on配向が

優勢であるため、分子配向制御が必要となる。Face-on配向にする手法として基板表面との相互作

用による方法は多数報告されているが、分子自身の性質で face-on配向になる材料は限られている。

本研究では、side-by-sideの分子間水素結合が face-on配向を誘起することを期待して、ジケトピロ

ロピロール(DPP)基にピリジル(py)基が連結した py-DPP (Fig. 1)に着目した 1)。ピリジル基の N位

置が、結晶構造や分子配向、電気物性に及ぼす影響を調査した。 

実験：ガラス基板上に 2-py-DPP、3-py-DPP、4-py-DPPをそれぞれ真空蒸着して薄膜作製し、二次

元微小角入射広角 X線(2D-GIWAXS)法により分子配向を評価した。また、MIS-CELIV(Charge 

Extraction by Linearly Increasing Voltage)法 2)を用いて、薄膜の縦方向電子移動度を測定した。 

結果と考察：特別な template 層等を用いない通常の

ガラス基板上でも、2-py-DPPでは 110面、3-py-DPP

では 10−2面、4-py-DPPでは 10−3面に対応する散乱

ピークが面外方向に観測され、いずれも face-on配向

していることが分かった(Fig.1)。3-py-DPP、4-py-DPP

は 2-py-DPPに比べて明瞭なピークを示し、基板に対

してより強く face-on配向していると考えられる。こ

れは、ピリジル基の Nが外側に位置する方が有効に

分子間水素結合を形成できるため、膜成長時に

face-on 配向がより安定化された結果だと考えられ

る。また、薄膜の縦方向電子移動度を測定したとこ

ろ、3-py-DPP および 4-py-DPP では、2-py-DPP と比

較して高い電子移動度が観測された。 
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Figure 1. Chemical structures, 2D-GIWAXS 

patterns, and schematic drawings of the molecular 
orientation on the substrate of (a) 2-py-DPP, (b) 

3-py-DPP, and (c) 4-py-DPP films. 
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